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分布の範囲も示した．なお，粒度試験では沈降分析は実

施していない．同図より，いずれも均等係数が小さく，

平均粒径が 0.1～0.5mm，細粒分含有率が 1～24%の範囲

にあることが分かった． 

 この中で液状化による噴砂として確認されているのは，

Balaroa 地区北部でヒアリング調査した住民の自宅の庭

で確認された噴砂（黒色線）のみであり，その他は前章

で示した 4地区の地盤流動の範囲内において表層地盤か

ら採取した土である．インドネシア国家防災庁が 2018

年 10月 12日にインターネットで公開した地盤流動の動

画 10)によれば，移動する表層地盤は固体状と液体状の土

が混ざり合った状態と確認できるため，採取した試料が

液状化した土か否かの判断は難しい．しかし，いずれも

液状化の可能性ありの範囲に入っていることは明らかで

ある． 

 図-24 は手動式のスウェーデン式貫入試験機（株式会

社西日本試験機，S-215）を用いて「JIS A 1221：スウェ

ーデン式サウンディング試験方法」に準拠して換算 N

値と土質（砂質土と粘性土），地下水位（青色線）を推

定した結果の一例を示す．測定位置は Balaroa 地区の中

流部（図-3 c)の星印）と Petobo 地区の上流部（図-9 b)

の星印）である． 

 貫入音より土質判定を行った結果，両地区とも表層は

粘性土という分類を行ったが，この点に関しては，今後，

採取した試料の土質試験の結果を考慮して補正する予定

である．仮に一般的な粘性土の軟弱地盤の定義を適用す

れば，Balaroa 地区は軟弱な換算 N 値 4 以下の層が深さ

3m まで続き，地下水位は 1.4m であった．一方，Petobo

地区は流動後の上流部の地盤であったためか，換算 N

値 4 以下の層は深さ 1.5mまでであり，地下水位は 5.9m

であった． 

 以上より，土質判定に課題があるものの，液状化の可

能性の高い軟弱な土層が存在していたことを明らかにし

た． 

 

 

4. おわりに 

 

本研究では 2018 年インドネシア・スラウェシ島地震

において発生した，液状化に伴う大規模な地盤流動に着

目し，Balaroa，Petobo，Jono Oge，Sibalatya の 4 地区で現

地調査を行った．その結果，地表面は比較的緩勾配であ

ったが，軟弱な土層と豊富な地下水の存在が甚大な地盤

流動被害を引き起こした要因であることを示した． 
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Masaho YOSHIDA, Hendra SETIAWAN, Masakatu MIYAJIMA, Yusuke ONO, 
Kenji KOUSA, Yuko SERIKAWA and Hinano FUKAWA 

 
The 2018 Sulawesi earthquake occurred on September 28th, at 18:02 local time (10:02 UTC) with 

moment magnitude Mw of 7.4, centered 26 km north of Donggala, Central Sulawesi in Indonesia.  A field 
investigation was conducted to find a mechanism of liquefaction-Induced large ground flow in some dif-
ferent sites, such as Balaroa and Petobo districts in Palu city and Jono Oge and Sibalaya Villages in Sigi 
district. As a result, it was clarified that loose soil layer and much amount of ground water influenced the 
displacement of large ground flow there. 
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